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前列中央が青山会長と同夫人

　

例会は隔月（偶数月）第２金曜日です

   幸 若 か わ ら 版  
幸若舞の里づくり会
　事務局　橋本守行
　電話090-7746-8689

　第 ４４号
  令和　５年 ９月 １日

郡上青山藩葉菊会と交流会

旧朝日町（幸若舞）と郡上青山藩との「縁」

・桃井氏の祖先とされる鎌倉幕府の御家人・足利義胤に与えられた上野国群馬郡

桃井庄は青山氏先祖青山蔵人師重が領した上野国青山郷とは直線20㌔の距離に

ある。

・宝暦８年１７５８年宮津藩から郡上藩に転封された青山幸道氏は、越前にも領

地を与えられ、その一部に朝日村も含まれて、幸若二家との相給とされた。い

わゆる「貞享の半知」１６８６年の結果、藩内には多くの幕府直轄領が存在し

ていた。

・宮津藩から転封された青山氏は、「郡上一揆」や「石徹白騒動」後の混乱した

郡上藩を良く治め、幕末まで続いた。

さ
る
七
月
三
十
日
、
郡
上
青
山
藩
葉
菊
会
と
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
（
同
会
は
旧
郡
上
藩
藩
主
青
山
氏
の
子
孫
で
あ
る
青
山
幸
文
氏
を
会

長
と
し
て
、
郡
上
八
幡
市
関
係
有
識
者
な
ど
が
メ
ン
バ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

応
援
団
体
で
あ
る
。
「
葉
菊
」
は
青
山
家
の
家
紋
に
由
来
す
る
。
）

当
日
は
、
ま
ず
同
じ
く
郡
上
藩
陣
屋
が
あ
っ
た
越
前
市
千
福
町
を
訪
れ

た
の
ち
、
午
後
当
越
前
町
に
着
か
れ
た
。
一
行
は
青
山
会
長
と
同
夫
人
を

は
じ
め
と
し
て
、
事
務
局
の
原
元
文
氏
や
同
会
理
事
、
同
市
学
芸
員
な
ど

九
名
の
参
加
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
織
田
文
化
歴
史
館
を
訪
れ
、
村
上
学
芸
員
か
ら
、
越
前
町
の
概

要
の
説
明
を
う
け
た
後
、
劍
神
社
に
参
拝
し
た
。
そ
の
後
、
一
行
は
打
波

六
兵
衛
邸
を
見
学
し
ま
し
た
。
打
波
夫
人
は
同
家
の
由
来
や
屋
敷
の
維
持

管
理
の
苦
労
に
つ
い
て
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
幸
若

文
化
情
報
セ
ン

タ
ー
（
町
図
書

館
）
を
視
察
さ
れ
、

同
館
内
の
幸
若
研

究
室
で
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

幸
若
舞
が
途
絶

し
た
こ
と
や
そ
の

復
興
の
事
情
が
話

題
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
的
に

有
名
な
「
郡
上
踊

り
」
の
実
態
や
継

続
発
展
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し

た
。

２面に関連記事あり
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幸若かわら版はe-とこ朝日ホームページにも掲載されています　https://asahi-area-c.net/

郡上青山藩葉菊会からの礼状

秋季研修旅行金沢市ご案内！

本年も下記要領により、研修旅行を実施します。

目的地 金沢市 釜師・宮崎寒雉氏（朝日観音福通寺梵鐘製作者子孫）工房

小松市 安宅の関跡見学

日 時 １０月２９日（日）午前7時30分役場前出発、午後5時帰着

参加費 ２０００円／人

問い合わせ申し込み 月田会員090-2127-7856または橋本会員090-7746-8689

〆切１０月２２日
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、

打波邸見学説明会

（１０／１６） （１１／１６） （１２／１６）

幸若歴史愛好会は毎月第４かまたは最終金曜日開催です

幸若歴史愛好会開催
                                                            ７月２８日

古
墳
か
ら
見
た
継
体
天
皇
前
後
の
社

会
経
済
状
況
に
つ
い
て
、
青
木
講
師
か

ら
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
継
体
天
皇
の
母
・
振
媛
が
子
供
と
と

も
に
戻
っ
た
実
家
は
丸
岡
町
南
東
部
に

あ
り
、
こ
の
地
に
は
北
陸
最
大
の
前
方

後
円
墳
・
六
呂
瀬
山
古
墳
群
が
築
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
模
は
、
越
前
の

み
な
ら
ず
越
国
一
帯
の
首
長
墓
と
い
っ

て
も
よ
い
。
振
媛
は
こ
の
大
首
長
の
系

譜
に
連
な
る
存
在
で
あ
り
、
彦
主
人
王

（
継
体
天
皇
父
）
に
嫁
ぐ
こ
と
が
で
き

た
。

②
継
体
天
皇
に
二
人
の
妃
を
出
し
た
三

尾
氏
の
本
拠
地
は
横
山
古
墳
群
が
存
在

す
る
越
前
北
部
（
あ
わ
ら
市
・
坂
井

市
）
で
あ
る
。
近
江
と
す
る
説
も
あ
る

が
、
こ
の
横
山
古
墳
群
も
当
時
の
越
国

随
一
で
あ
り
、
埴
輪
な
ど
の
出
土
品
技

術
を
踏
ま
え
て
も
、
本
説
は
妥
当
で
あ

ろ
う
。

③
横
山
古
墳
群
の
ふ
も
と
に
あ
わ
ら
市

御
簾
尾
（
み
つ
お
）
町
が
あ
り
、
奈
良

時
代
の
郷
名
に
「
水
尾
郷
」
、
駅
名
に

「
三
尾
駅
」
が
あ
り
、
前
出
の
三
尾
氏

が
類
推
さ
れ
る
。

次
回
は
九
月
二
二
日
開
催
で
、
引
き

続
き
継
体
天
皇
の
関
連
・
周
辺
状
況
が

テ
ー
マ
で
あ
る
。

打
波
邸
見
学
会

今
回
の
研
究
会
を
早
め
に
切
り
上
げ
て
か
ね
て
会

員
よ
り
希
望
が
出
て
い
た
「
打
波
六
兵
衛
邸
」
の
見

学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

屋
根
の
ト
タ
ン
葺
き
修
理
な
ど
後
代
に
手
を
加
え

ら
れ
て
い
る
個
所
も
あ
り
ま
す
が
、
家
屋
の
骨
組
み

や
間
取
り
は
、
築
四
〇
〇
年
と
も
さ
れ
る
当
時
の
技

術
・
様
式
・
調
度
な
ど
を
残
し
て
い
る
。

現
在
は
、
居
住
し
て
お
ら
ず
、
日
常
の
維
持
管
理

の
ご
苦
労
な
ど
を
打
波
夫
人
か
ら
伺
い
ま
し
た
。
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令和５年７月１３日午前７時　天王川出水

語り部の会は隔月（奇数月）第２金曜日です

当面の主な予定
 ９月２２日（金） 幸若歴史愛好会

９月２３日（土） 西田中白山神社秋祭り

９月３０日（土） 劔神社観月の夕べ

１０月２９日（日） 石川県金沢市方面研修旅行

１１月 ４日（土） 朝日地区文化祭

あさひまつり参加
３年ぶり７月２９日に通常規

模で開催された「あさひまつ

り」に参加しました。出展ブー

スで、パネル展示、ＤＶＤ上映、

リーフレット配布などを行い、

幸若舞をＰＲしました。

越前幸若舞の歴史と越前町
村上学芸員（本会顧問）講演

さる８月６日（日）、退職公務員連盟丹

生郡支部主催により、織田コミュニティセ

ンターで、見出しの講演会が開催されまし

た。

＊幸若舞の祖は桃井直詮とされるが、武家

としての意識が強く、幸若舞関係舞曲の収

集の勅宣を受けるが、これに従わなかった。

その後、将来にわたり芸能家としては扱わ

ないとの綸旨を受け、直詮は了承してさら

に幸若舞曲に磨きをかけ、天皇から桐菊の

御紋を賜った。

＊幸若舞は。その後も信長・秀吉・家康

の三代の権力者から保護を受けたが、

江戸時代中期ごろから、時の将軍・幕

閣の関心を失い、帯刀禁止を命じられ

るまでになった。

＊幕末には、江戸城登城でも舞を演じ

ることはなくなり、明治維新の改革に

より、幸若家も上知処分を受け幸若舞

は消滅する。

＊その背景には、幸若一族はあくまで

も「武家」であり、「舞」は余技であ

るとの意識が底流にあったのではない

か。

当
会
顧
問
打
波
氏

越
前
町
に
寄
付

当
会
の
打
波
悦
子
顧
問
は
、
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た

夫
・
打
波
六
兵
衛
氏
の
供
養
と
し
て
、
出
身
地
の
越

前
町
の
振
興
発
展
を
願
っ
て
、
こ
の
八
月
一
日
に
一

千
万
円
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。


